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Ⅰ 平成29年度 八戸市少年相談センター相談状況について 

 
 
 
 
 
 
 
29年度中に受理した相談件数は、電話相談３５件、来所相談が１７件、合計で５２

件であった。この相談件数は２８年度の４８件を４件上回るも、直近の１０年間で３

番目に少ない数となっている。 

また、相談対象を性別にみると、男子は３１件で、２８年度の２９件に比べ２件増

え、女子も２１件と、２８年度の１９件より２件増えている。 

 過去５年間の電話・来所相談を合わせた相談対象少年を学職別にみると、下のグラ

フになる。 

 

 

 学職別にみると、小学生が３２件（昨年度１９件）と昨年度に比べて１３件増え、

中学生は１４件（昨年度２１件）と昨年度に比べて７件減っている。高校生は６件（昨

年度５件）と昨年度に比べて１件増えている。 

２９年度は、昨年度に比べて、小学校の相談件数が大幅に増えており、相談件数全

体に占める各学校種の相談件数の割合は小学校が６２％、中学生が２７％、高校生が

１１％となっている。 
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八戸市少年相談センター（市教育委員会教育指導課内…市庁本館５階） 

                          ※ 20年度より社会教育課から教育指導課へ移行 

     相談方法：電話相談、来所相談 

      相談日時：月～金曜日 10:00～17:00 (祝日・年末年始を除く) 

      電話番号：43－2142 
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相談内容を分類すると、下のグラフになる。 

  

２９年度について、内容別に見ると「学業・職場問題」が一番多く３２件(女子１

１件)、次に「家庭問題」が２０件（女子１０件）となっており、非行問題・健康問

題の相談件数は０件であった。 

「学業・職場問題」の中で一番多かった項目は「その他」であり、①対人恐怖によ

り友人関係を築けない、②多動傾向があり、授業中集中できない、授業中抜け出して

暴れる、友達にいたずらするなど発達障害が原因と考えられる相談が多かった。    

次に、「家庭問題」の中で一番多かった項目は「その他」であり、①生活困窮によ

り学校に通わせることが困難である、②母親が精神疾患を患っているため子供を学校

に通わせることができないなど、家庭の問題が不登校の原因と考えられる相談が増え

てきている。どちらも、学校ばかりで簡単に解決できる問題ではなく、教育委員会、

スクールソーシャルワーカー、児童相談所、市の生活福祉課等と連携して解決してい

くことが益々大切になってきている。 

「不登校」に関する相談は、今年度は９件（女子５件）であり、昨年度の２１件よ

り大幅な減であるが、これは不登校の原因が家庭問題であったり、母親の精神疾患に

よるものであった場合には、「その他」の項目にカウントしたためであり、決して少

なくなってきたということではない。今後は、不登校の原因をしっかりと把握して指

導していくことが大切である。 

「いじめ」に関する相談は５件であり、昨年度と同件数である。早期の対策が大事

であり、学校と連携しながら解決していった。 

スマートフォンなどにおける「ＳＮＳでのトラブル」は、件数は少ないものの、相

談時には深刻な問題となっていることが多く、各学校とも十分注意をしていかなけれ

ばならない。 

相談内容を小・中・高校生別にみると、次のようになる。 

 一番多い相談内容 それ以外の主な相談内容 

小 学 生 
学業・職場問題 

その他（12件） 

家庭問題その他（6件）いじめ（4件）           

不登校（4件）しつけ（3件） 
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中 学 生 
家庭問題その他 

（4件） 

不登校（3件）しつけ（2件） 

高 校 生 不登校（２件） 家庭不和（2件）家庭問題その他（2件） 

相談者として一番多かったのは母親で２０件（全体の４４％）、次に多かったのが

学校からで１６件(３６％)、次に父親３件、祖母３件、そして本人が２件であった。 

今年から、スクールソーシャルワーカー事業がスタートしたこともあり、学校から

の相談が多かったものと思われる。今後とも、スクールソーシャルワーカーが各学校

に十分に認知され、高い視点から子供を広く捉えながら学校を応援していきたい。 
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Ⅱ 平成29年度 街頭指導の状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下のグラフは、過去５年間の街頭指導少年数（声掛け指導）の年度別推移を示した

ものである。29年度の指導少年数は、750人（男子397人 女子353人）で、28年度

の1,101人と比べ、351人の減少となった。日中と夜間の通常指導での指導数がとも

に減少しているが、今後も引き続き、子どもたちの問題行動や非行の未然防止のため

の挨拶や思いやりのある言葉掛けを積極的に行っていきたい。 
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街頭指導について 

     指導員人数：143名（教育委員長委嘱） 

     構成メンバー：各地区青少協代表、小・中・高等学校の教員、 

          小・中学校のＰＴＡ、大型店舗職員 

     指 導 場 所：市中心商店街、ＪＲ本八戸駅・八戸駅周辺、 

                   地区のお祭り会場、大型店舗、など 

     指 導 時 間：・女性通常指導…14:00から３時間(平日、土曜日) 

                   ・男性通常指導…19:00から３時間(平日) 

                   ・特別指導…その他、時期、場所、状況にあわせて 

     指 導 回 数：年間で、延べ262回 

                    通常指導(163回)、職場指導大型店舗(69回)、 

                    地区のお祭りや長期休業等(30回) 
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 過去５年間の街頭指導少年数を学職別にみると、下のグラフになる。 

 

 過去５年間の街頭指導少年数の学職別（小学生・中学生・高校生）比の推移をみる 

と、下のグラフになる。 
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29年度の指導少年数は、昨年度に比べ、小・中・高校生とも減少している。 

 過去５年間の指導少年を行為別の人数でみると、下のグラフになる。 

 

○「遊技場出入り」は、28年度の110人に対し、29年度は72人（女子24人）と減

少した。学職別に見ると、29年度は、小学生  25人、中学生 24人、高校生 23人

となっている。28年度と比べると、小学生への指導数が増加し、中学生、高校生が

減少している。 

指導員の報告の中に、「ファンタジードームに小学生だけで遊びに来ていた児童

５名を指導、その後、迎えに来た保護者に引き渡した。」「ファンタジードームで小

学生に声を掛けると、保護者は買い物中であるとのことであった。保護者と一緒に

遊ぶように話した。」など、ラピアファンタジードームでは保護者が買い物中に小

学生だけで入場していたという報告が多くあった。また、「チーノランドでスロッ

トで遊んでいる高校生が遊戯台を叩いていたので声を掛けて指導した。」という報

告もあった。１９時以降も入場している小中学生の報告について今年度はなかった

が、風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律施行条例で保護者同伴であ

れば、１６歳未満であってもゲームセンターに出入りが出来ることから、保護者同

伴の確認方法などが課題である。 

○「カラオケ店の出入り」は、28年度から指導の報告はない。過去に高校生の喫煙の

情報があったことから、カラオケ店の巡回も考えなければならない。 

○「不良交友」で指導の報告はなかった。 

○「喫煙」で 29年度に指導された人数はなかった。しかし、報告書の中に「チーノ

６階女子トイレのサニタリーケースに吸い殻４本が捨てられていたという情報が

清掃員から寄せられた。その後はない。」という報告があり、指導することはなか

ったが、喫煙している可能性があることから巡回を強化していく。 

○「不健全性的行為」の指導の報告はなかったが「チーノ６階のお客様階段で、高校

生の男女が床に座り話し込んでいたので声掛けをした。」「チーノ５階の映画館、６
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階のチーノランドにおいて若い男女のカップルが見受けられた。」との報告があり、

不健全性的行為につながる可能性のある報告や情報があった。祭りの期間など留意

して巡回する必要がある。 

○「その他」については、28年度（991人）に比べて減少し、29年度の指導人数は

678人となっている。ふれ合いのための会話や注意喚起の呼びかけも多く含んでい

るが、危険な行動や自分本位な行動をしている少年も報告されている。 

29年度における「その他」の街頭指導などは、次のような報告があった。 

・ 巡回時、小学生の高学年と思われる６人と挨拶を交わすとびっくりするほど元

気な挨拶が返ってきた。 

・ まつりんぐ広場の管理人から、夕方、小学生と高校生が広場の中で自転車に乗

り大変危ないので注意していると情報提供があった。 

・ 公園で３人の女子中学生がブーメランで遊んでいたので、人にぶつからないよ

うにと声を掛けた。  

・ 三嶋祭り、大勢の参拝客がいた。児童・生徒の気になる様子はなく、おおむね

約束を守って祭りを楽しんでいる様子であった。 

・ 浅水川で釣りをしている男子中学生に声を掛けた。「滑らないようにきをつけ

て」「釣れなかったら早く帰るように」と。 

・ 公園のブランコで遊んでいた小学生の女の子達は、勢いが良くて危なく見えた

ので声掛けをして注意した。 

・ まつりんぐ広場で、高校生団体２組が学園祭の練習で集まっており、公園管理

者から自転車の乗り方を注意するように指導して欲しいという要請があり、声を

掛けて注意を促した。  

・ 七夕まつり２日目、チーノ階段で座りながら飲食をしていた中学生に声を掛け

た。 

・ チーノ客用エレベーターの非常呼出コールが鳴り、女性客より、中学生くらい

の少年２名が非常ボタンを押して降りた。という情報提供があった。いたずらと

思われる。 

・ チーノ３階テナント店員から、女子高校生に対する声掛け事案があったとの情

報提供があった。詳細は不明だが、３０歳代の男性が声を掛けたもの。 

・ 三八城公園で水を飲みながらいたずらしている男の子に声を掛けて注意した。 

・ 市庁前の公衆電話ボックスの中に、ゴミが置きっぱなしになっていた。 

・ チーノ１階の防火扉に寄りかかってスマホをしていた男子高校生に説明のため

声を掛けた。 

・ ラピア３階フードコーナーに居た中学生に対し、「早めに帰宅するように」と

声を掛けた。 

・ チーノ６階ベビーコーナーで２人の高校生が雑談をしていたので声を掛け、休

憩コーナーに移動してもらいました。 

・ チーノ６階ベビーコーナーで、スマホをいじっていた女子高校生２人に声を掛
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け、説明をしたところ、素直にフードコートのテーブル席に移動した。 

・ チーノ各階のエレベーターホールのベンチで、飲食後のゴミが目立った。 

・ チーノで、３人組の女子高生の万引きが疑わしい。手口が巧妙で、店員が２人

を接客中、１人が洋服を万引きしているようで、捕まえるのがなかなか難しい。

そのため、３人組が来店時に警備員の巡回を強化したらなくなった。という情報

提供があった。 

・ 歩きながらスマホを操作している若者がとても多く危ないと感じる。中にはイ

ヤホンをして曲を聴きながら操作している若者の居る。 

・ チーノ２階から１階への下りエスカレーターをふざけて逆走している５人組の

少年を見掛けたので注意をした。注意されて恥ずかしかったのか、無言で立ち去

った。 
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平成25年度からの街頭指導少年の月別人数をみると、下のグラフになる。 

 

また、５年間の月ごとの少年指導平均数は、次のようになる。 

 

29年度は、下校途中や公園で遊んでいる小学生への声掛けの報告が多く見られた。

また、学校が長期休業中の月は、遊技場への出入りに関する声掛けが多数あった。 

18年度から巡回コースは、青少年の現状にあわせたものとし、地域情報や警察情報

があればコースを変更するなど、より有効なものになるように設定している。 

今後も、より有効な巡回にするため、指導員の技量を高め、安心・安全なまちづく

りを進めていく必要がある。 
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②

③

合 計
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２   少年相談状況１０年間の比較（平成20年度～）　　点線の下側は内数で女子数

1 1 1 3
0

1 1 1 3
1 1

2 2 4
1 1 2

0
0

2 1 2 1 6
1 1

1 1 2
0

10 1 2 1 2 1 1 18
2 1 3
14 3 3 5 3 2 2 3 1 0 36
3 1 0 0 1 1 0 1 0 0 7

1 1 1 5 1 1 10
1 1

2 1 1 4
0

21 30 49 9 15 9 10 16 21 9 189
4 17 4 3 7 5 5 9 6 5 65
8 5 5 4 2 9 2 1 36
4 5 3 1 1 1 15

2 2
1 1

1 1 2 1 1 6
1 1 2
5 2 1 8 5 1 8 2 32
3 2 1 2 1 6 1 16
8 15 7 5 6 8 7 10 4 5 75
2 7 3 2 3 6 1 3 27
20 22 18 20 20 6 7 12 7 15 147
10 10 5 2 3 2 2 2 2 38
66 75 81 49 49 28 38 41 42 32 501
24 41 17 7 9 11 10 18 17 11 165

6 1 2 1 1 3 1 15
1 1

9 4 3 1 2 3 1 5 28
9 1 1 1 2 14
7 1 1 1 10

0
2 2 4 1 2 5 11 1 3 31

1 1 4 4 2 12
10 13 24 43 33 8 8 12 4 10 165
3 10 6 3 4 2 1 2 6 37
34 21 30 48 37 13 14 27 5 20 249
12 11 6 1 4 6 6 7 2 10 65

2 1 1 1 1 2 8
2 2

1 1
1 1

3 2 5
2 1 3
5 0 3 1 2 1 1 2 0 0 15
4 0 1 0 0 1 0 0 0 0 6

119 99 117 103 91 44 55 73 48 52 801
43 53 24 8 14 19 16 26 19 21 243

⑦

　　　　　　　　年　　度

相　談　内　容

１
非
行
問
題

暴 力

家 出 ・ 無 断 外 泊

喫 煙 飲 酒

薬 物 乱 用

窃 盗 ・ 万 引

そ の 他

④

⑤

⑥ 犯 罪 被 害

小 計

①

②

平成
２０
年
度

平成
２１
年
度

平成
２２
年
度

平成
２３
年
度

合計

ひ き こ も り

そ の 他

②

③

⑧

家 庭 不 和

①

②

合 計

４
健
康
問
題

性

身 体 関 係

そ の 他

小 計

①

④

友 人 関 係

仕 事

②

③

進 路 関 係

異 性 関 係⑥

⑦

⑤

①

家 庭 内 暴 力

２
学
業
・
職
場
問
題

学 業 成 績

怠 学

不 登 校

小 計

い じ め

⑨ そ の 他

３
家
庭
問
題

③

④

⑤

小 計

し つ け

③

平成
２９
年
度

平成
２８
年
度

平成
２７
年
度

平成
２６
年
度

平成
２５
年
度

平成
２４
年
度
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

11 35 55 18 21 67 6 25 0 8 0 2 248
2 15 29 8 8 34 6 13 0 0 0 0 115
0 7 8 29 20 6 15 0 12 6 7 5 115
0 6 4 14 10 2 10 0 1 0 1 3 51

22 24 74 62 9 86 21 20 22 26 3 7 376
14 13 38 27 3 37 14 8 10 12 1 2 179
0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 5
0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 3 5
2 2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 6
0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 3

35 68 137 109 54 159 42 45 34 40 10 17 750
16 36 71 49 24 73 30 21 11 12 2 8 353

35 103 240 349 403 562 604 649 683 723 733 750 750
16 52 123 172 196 269 299 320 331 343 345 353 353

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

32 6 34 72
13 1 10 24

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

35 68 137 109 22 159 42 45 28 6 10 17 678
16 36 71 49 11 73 30 21 10 2 2 8 329

35 68 137 109 54 159 42 45 34 40 10 17 750
16 36 71 49 24 73 30 21 11 12 2 8 353

35 103 240 349 403 562 604 649 683 723 733 750 750
16 52 123 172 196 269 299 320 331 343 345 353 353

その他

計

累　　計

その他の学生

飲　酒

シンナー等乱用

怠　学

不健全性的行為

パチンコ店出入り

カラオケ店出入り

有・無職少年

計

累　　計

４　街頭指導少年の行為別（月毎）　（２９年度）　　   　　　　　　点線の下側は内数で女子数

不良交友

喫　煙

　　　　　　　  月別

行為

月 別 指 導 少 年 数
合計

高 校 生

遊技場出入り

中 学 生

合計
月 別 指 導 少 年 数

３　街頭指導少年の学職別（月毎）　（２９年度）　   　　　　　　　点線の下側は内数で女子数

          　　　月別

学識

小 学 生
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25 24 23 0 0 72
7 7 10 0 0 24

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

226 91 353 2 6 678
111 44 169 2 3 329

251 115 376 2 6 750

118 51 179 2 3 353

その他

計

中学生 高校生
その他の

学生

喫　煙

飲　酒

シンナー等乱用

怠　学

不良交友

小学生

遊技場出入り

パチンコ店出入り

不健全性的行為

５　街頭指導少年の行為別（学職毎）　（２９年度）  　　   点線の下側は内数で女子数

有・無職
少年 合計

　　　　　　　学　識
行　為

カラオケ店出入り
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